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 第  １  回  東  地  区  ま  ち  づ  く  り  懇  話  会 

 １  ．  日  時  ：  令  和  7  年  5  月  27  日  （火）  10:00  〜  12:00 

 ２  ．  場  所  ：  舞  鶴  市  役  所  　  別  館  ６  階  　  ６  １  ２  会  議  室 

 ３  ．  出  席  者  ：  （委  員）  嶋  田  委  員、  川  井  委  員、  名  取  委  員、  芦  田  委  員、  福  村  委  員、  渡  邊  委  員 

 　  　  　  　  　  　  　  （事  務  局）  上  羽  次  長、  山  下  主  幹、  阿  部  係  長、  浪  江 

 　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  山  本  次  長 

 ４  ．  内  容 

 【事  務  局  よ  り】 

 ◯  本  懇  話  会  の  目  的  に  つ  い  て 

 ・  本  懇  話  会  は、  市  の  「立  地  適  正  化  計  画」  に  基  づ  き、  人  口  減  少  が  続  く  東  地  区  の  賑  わ  い  を  再  生  さ  せ  る  た  め  の  具  体  的  な 

 　  ま  ち  づ  く  り  構  想  を  策  定  す  る  こ  と  を  目  的  と  す  る。 

 ・  昨  年  度  の  議  論  で、  既  存  の  補  助  金  等  の  施  策  や  ラ  ン  ド  バ  ン  ク  事  業  は  即  時  の  事  業  化  が  困  難  と  の  結  論  に  至っ  た  た  め、 

 　  今  年  度  は  ま  ち  な  か  全  体  に  影  響  を  及  ぼ  し  う  る  「誘  導  施  設」  を  検  討  す  る。 

 ・  西  地  区  に  比  べ  構  想  が  具  体  化  し  て  い  な  い  東  地  区  の  将  来  像  を  描  き、  市  や  民  間  事  業  者  が  事  業  計  画  を  立  て  や  す  く  す  　 

 　  る  こ  と  を  目  指  す。 

 ◯  東  地  区  の  現  状  と  課  題  に  つ  い  て 

 ・  東  地  区  の  誘  導  区  域  内  で  は  人  口  が  約  40  年  で  半  減  し  て  お  り、  居  住  誘  導  区  域  （北  側）  の  空  き  家  率  は  24.7%  と  ま  ち  な 

 　  か  の  活  力  低  下  が  著  し  い。 

 【主  な  意  見】 

 ◯  舞  鶴  高  専  学  生  に  よ  る  「ま  ち  な  か  高  専」  の  提  案  に  つ  い  て 

 ・  八  島  商  店  街  を  高  専  キャ  ン  パ  ス  に  す  る  と  い  う  学  生  提  案  は、  大  胆  な  発  想  で  素  晴  ら  し  い。 

 ・  学  生  が  ま  ち  な  か  に  い  る  だ  け  で  賑  わ  い  が  生  ま  れ、  ま  ち  づ  く  り  の  希  望  や  目  標  と  な  る。 

 ・  学  校  全  体  の  移  転  は  困  難  だ  が、  ま  ず  学  生  寮  を  ま  ち  な  か  に  移  す  な  ど、  実  現  可  能  な  部  分  か  ら  検  討  す  べ  き。 

 ・  提  案  の  実  現  に  ハー  ド  面・  ソ  フ  ト  面  の  長  期  的  な  実  現  プ  ロ  セ  ス  （地  元  の  協  力、  資  金  等）  の  検  討  が  必  要。 

 ・  計  画  を  進  め  る  上  で  は、  期  間  限  定  の  滞  在  者  で  あ  る  学  生  だ  け  で  な  く、  舞  鶴  で  長  く  暮  ら  す  市  民  へ  の  メ  リッ  ト  を  最  優  先 

 　  に  考  え  る  べ  き。 

 ◯  高  専  生  の  地  元  定  着  と  支  援  に  つ  い  て 

 ・  優  秀  な  高  専  卒  業  生  が  市  外  へ  流  出  し  て  い  る  現  状  は  もっ  た  い  な  い。 

 ・  卒  業  生  が  舞  鶴  で  起  業  で  き  る  よ  う、  地  元  が  会  社  設  立  の  ノ  ウ  ハ  ウ  を  提  供  し  た  り、  店  舗  も  安  く  貸  し  出  す  な  ど  の  サ  ポー 

 　  ト  が  必  要。 

 ・  高  専  生  は  全  国  の  大  企  業  か  ら  声  が  か  か  り、  地  元  企  業  が  待  遇  面  で  競  争  す  る  の  は  な  か  な  か  難  し  い  。 
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 ・  待  遇  面  で  の  競  争  で  は  な  く、  「自  分  た  ち  の  ア  イ  デ  ア  で  勝  負  で  き  る」  と  い  う  魅  力  を  提  示  し  「こ  の  ま  ち  を  自  分  た  ち  で  作  れ 

 る」  と  いっ  た  よ  う  な  ア  プ  ロー  チ  が  必  要。 

 ◯  空  き  家・  空  き  店  舗  の  活  用  課  題  に  つ  い  て 

 ・  所  有  者  の  「息  子  が  帰っ  て  く  る」  「仏  壇  が  あ  る」  と  いっ  た  感  情  的  な  理  由  で、  活  用  が  進  ま  な  い  現  状  が  あ  る。 

 ・  不  動  産  業  者  の  立  場  と  し  て  も、  高  額  な  初  期  投  資  が  必  要  な  商  店  街  の  物  件  は、  事  業  者  に  勧  め  に  く  い。 

 ・  行  政  に  よ  る  課  税  や  解  体  補  助  だ  け  で  は  限  界  が  あ  り、  所  有  者  へ  の  ア  プ  ロー  チ  は  非  常  に  難  し  い。 

 ◯  住  環  境  に  つ  い  て 

 ・  高  専  の  全  面  移  転  は  困  難  だ  と  し  て  も、  ま  ず  は  学  生  の  住  居  を  ま  ち  な  か  に  移  す  こ  と  か  ら  始  め  て  は  ど  う  か。 

 ・  学  生  が  安  価  で  住  め  る  ア  パー  ト  や、  地  域  と  の  繋  が  り  を  サ  ポー  ト  す  る  「コー  ディ  ネー  ター  付  き  住  宅」  な  ど  が  考  え  ら  れ  　 

 　  る  。 

 ・  市  内  は  転  勤  者、  特  に  女  性  が  安  心  し  て  住  め  る  質  の  高  い  賃  貸  住  宅  （  RC  造、  オー  ト  ロッ  ク  付  き  等）  が  不  足  し  て  い  る。 

 ・  高  専  が  ま  ち  か  ら  離  れ  て  い  る  こ  と  が、  学  生  と  地  域  の  間  に  距  離  を  生  ん  で  い  る。 

 ・  学  生  寮  や  教  職  員  住  宅  が  ま  ち  な  か  に  で  き  る  だ  け  で  も、  地  域  と  の  接  点  が  生  ま  れ  大  き  な  変  化  に  繋  が  る。 

 ◯  今  後  の  進  め  方  に  つ  い  て 

 ・  高  専  生  が  現  在  進  め  て  い  る  「ま  ち  な  か  高  専」  講  義  に  お  け  る  提  案  を、  本  懇  話  会  の  場  で  発  表  し  て  も  ら  い、  委  員  と  学  生  　 

 　  が  直  接  意  見  交  換  す  る  機  会  を  設  け  る  方  向  で  調  整  す  る  。 

 ・  高  専  生  が  ま  ち  な  か  居  住  や  寮  生  活  に  つ  い  て  ど  う  考  え  て  い  る  か、  満  足  度  や  ニー  ズ  を  探  る  た  め  の  ア  ン  ケー  ト  実  施  を  検 

 　  討  す  る。 
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